
編
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発
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／
小

林
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須
木

庁
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地
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振
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５

７
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今 回 は 、 創 部 四 十 年 の 歴 史 を 持 つ 鳥 田 町 剣 道 部 を 紹 介 し ま す 。

　 鳥 田 町 剣 道 部 は 、 昭 和 四 十 九 年 に 設 立 さ れ 、 当 初 は 小 学 校 で の ク ラ ブ 活

動 と し て 創 部 さ れ 、 そ の 後 に 鳥 田 町 剣 道 ス ポ ー ツ 少 年 団 と し て 活 動 し て き

ま し た 。

鳥 田 町 小 学 校 教 諭 の 前 田 宏 先 生 （ 野 尻 地 区 在 住 ） が 創 設 者 と な り 、 そ の 後

に 日 高 強 先 生 へ と 繋 が り 、 須 木 地 区 出 身 の 剣 道 指 導 者 で あ る 岩 下 亨 先 生 も

指 導 に 尽 力 さ れ た そ う で す 。 現 在 で は 、 夏 木 出 身 の 永 井 良 雄 氏 が 指 導 者 と

し て 稽 古 を し て く だ さ っ て い ま す 。

　 最 初 の 頃 は 、 旧 鳥 田 町 小 学 校 生 徒 で 部 員 を 構 成 し て い ま し た が 、 昭 和 六

十 二 年 に 最 初 の 須 木 小 学 校 の 生 徒 が 入 部 し ま し た 。 そ の 後 も 須 木 小 生 徒 も

加 わ り 、 東 京 で 開 催 さ れ た 全 国 大 会 に 出 場 す る な ど 、 輝 か し い 実 績 を 残 し

た 鳥 田 町 剣 道 部 で す 。

　　 ま た 、 鳥 田 町 剣 道 部 卒 団 生 は 、 全

国 高 校 総 体 に 出 場 す る な ど 活 躍 す る

生 徒 も 多 く い ま し た 。

　 し か し 、 近 年 で は 児 童 生 徒 の 人 数

が 激 減 し 、 鳥 田 町 剣 道 部 自 体 の 存 続

さ え 危 惧 さ れ て い ま し た が 、 今 年 よ

う や く 待 望 の 新 入 部 員 が 入 部 し 、 現

在 ８ 名 で 稽 古 に 取 り 組 ん で い ま す 。

　 現 指 導 者 の 永 井 先 生 は 、 剣 道 は 「

心 と 体 」 を 鍛 え 、 社 会 に 役 立 つ 人 づ

く り を 目 指 す た め に 頑 張 っ て い る と

強 い 気 持 ち を 述 べ ら れ ま し た 。

　 今 回 、 四 十 周 年 を 記 念 し て 、 新 し

く 作 ら れ た 名 板 は 昭 和 四 十 九 年 度 卒

（ 初 代 ） か ら 昭 和 六 十 年 度 卒 ま で の

歴 代 の 卒 団 生 の 名 前 が 入 っ て い て 、

四 十 年 の 歴 史 の 重 さ を ひ し ひ し と 感

じ る こ と が で き ま す 。

　 鳥 田 町 剣 道 部 の 今 後 益 々 の ご 活 躍

を 期 待 し て い ま す 。 い つ で も 新 入 部

員 の 入 部 が で き る そ う な の で 、 興 味

の あ る 方 は 一 度 見 学 さ れ て み て は い

が で す か 。

　

 　 日
時

　
平

成
2
6
年

７
月

５
日

（
土

）
１

８
:
０

０
～

２
１

:
０

０
（

雨
天

決
行

）
場

所
　

須
木

中
央

保
育

園
　

園
庭

（
雨

天
の

場
合

は
、

須
木

中
央

保
育

園
ホ

ー
ル

）
　

ど
う

ぞ
 
皆

さ
ま

お
そ

ろ
い

で
 
須

木
中

央
保

育
園

に
お

で
か

け
く

だ
さ

い
｡

お
待

ち
し

て
い

ま
～

す
！

も う す ぐ 夏 休 み ！ 自 由 研 究 や 調

べ 学 習 の お 悩 み 解 決 に 役 立 つ 一

冊 。
～
 児
童
書
 ～

『 お ま か せ 自 由 研 究 ＆ 調 べ 学 習 』

編 著 ・ 朝 日 小 学 生 新 聞 編 集 部

～
 一
般
書
 ～

小 ス ペ ー ス だ か ら こ そ 楽 し め る

庭 づ く り 、 始 め て み ま せ ん か ？

『 は じ め て の 小 さ な 庭 づ く り 』

監 修 ・ 山 元 　 和 実

須 木 分 館 の 旬 な 情 報 や

話 題 を お 届 け し ま す 。

～ お す す め 本 の 紹 介 ～

＊ 貸 出 中 の 図 書 は 予 約 で き

ま す ＊

【 お 問 合 せ 】

　 須 木 分 館

　 ☎ 四 八 ‐ 二 九 五 四



　

　
須

木
地

域
協

議
会

で
は

、
毎

月
１

回
、

須
木

地
区

の
事

業
に

関
す

る
こ

と
や

、
須

木
地

区
の

活
性

化
な

ど
を

協
議

す
る

「
地

域
協

議
会

」
を

開
催

し
て

い
ま

す
。

以
下

、
５

月
に

行
わ

れ
た

地
域

協
議

会
の

主
な

内
容

を
紹

介
い

た
し

ま
す

。

（
１

）
小

林
市

地
域

活
性

化
交

付
金

事
業

の
審

議
に

つ
い

て
◎

申
請

団
体

：
山

び
こ

の
里

実
行

委
員

会
　

 
 
事

業
名

：
内

山
地

区
農

業
体

験
事

業
　

別
途

、
今

後
の

地
域

協
議

会
で

再
審

議
す

る
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

◎
申

請
団

体
：

内
山

ほ
ぜ

祭
り

実
行

委
員

会
　

事
業

名
：

内
山

ほ
ぜ

祭
り

　
ほ

ぜ
祭

り
に

つ
い

て
は

各
地

区
で

行
わ

れ
て

い
る

た
め

、
各

地
区

と
の

状
況

を
確

認
し

、
交

付
金

の
活

用
方

法
に

つ
い

て
地

域
協

議
会

で
協

議
し

て
い

く
こ

と
と

な
り

ま
し

た
。

◎
申

請
団

体
：

永
田

地
区

や
っ

ち
ぇ

み
ろ

会
　

事
業

名
：

地
域

環
境

の
美

化
と

安
全

確
保

活
動

事
業

　
申

請
内

容
に

つ
い

て
協

議
さ

れ
、

承
認

さ
れ

ま
し

た
（

交
付

金
額

：
2
0
万

円
）

　
ま

た
、

継
続

審
議

に
な

っ
て

お
り

ま
し

た
上

九
瀬

区
の

「
防

災
・

地
域

情
報

等
広

報
設

備
整

備
事

業
」

に
つ

い
て

事
務

局
よ

り
地

域
活

性
化

交
付

金
の

活
用

で
は

な
く

、
県

の
補

助
金

を
活

用
し

て
事

業
実

施
す

る
よ

う
進

め
る

旨
の

説
明

が
あ

り
ま

し
た

。
（

２
）

須
木

地
区

の
人

口
問

題
に

つ
い

て
　

事
務

局
か

ら
須

木
地

区
の

人
口

問
題

に
つ

い
て

、
昭

和
６

０
年

と
平

成
２

６
年

度
を

比
較

す
る

と
、

人
口

減
少

率
は

３
９

.
２

㌫
で

あ
る

こ
と

な
ど

が
説

明
さ

れ
、

今
後

、
特

に
若

者
定

住
に

つ
い

て
地

域
協

議
会

で
協

議
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
の

意
見

が
出

さ
れ

ま
し

た
。

（
３

）
地

域
お

こ
し

協
力

隊
に

つ
い

て
　

事
務

局
よ

り
地

域
お

こ
し

協
力

隊
を

須
木

地
区

で
も

２
名

募
集

す
る

こ
と

に
な

り
、

募
集

期
間

は
６

月
２

日
か

ら
７

月
１

０
日

ま
で

で
、

応
募

者
の

中
か

ら
厳

選
し

て
い

く
旨

の
説

明
が

あ
り

ま
し

た
。

（
４

）
宮

崎
・

須
木

線
県

道
２

６
号

線
改

良
促

進
協

議
会

総
会

・
地

域
公

共
交

通
会

議
・

地
域

公
共

交
通

活
性

化
協

議
会

に
つ

い
て

　
岩

元
会

長
よ

り
、

宮
崎

・
須

木
線

の
第

１
期

整
備

区
間

の
整

備
内

容
や

予
算

、
今

後
の

計
画

に
つ

い
て

説
明

が
あ

り
ま

し
た

。
ま

た
事

務
局

よ
り

、
須

木
地

区
の

公
共

交
通

サ
ー

ビ
ス

の
状

況
や

、
１

０
月

１
日

か
ら

実
施

さ
れ

る
内

山
・

岩
前

線
の

内
容

に
つ

い
て

説
明

し
ま

し
た

。
　

今
後

も
、

須
木

地
区

の
活

性
化

の
た

め
に

協
議

を
進

め
て

参
り

ま
す

の
で

、
ご

意
見

等
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
地

域
振

興
課

（
℡

4
8
－

3
1
3
0
）

ま
で

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

　 六 月 十 三 日 、 鳥 田 町 地 区 住 民

に よ る 、 土 の う 作 り が 実 施 さ れ

ま し た 。 旧 一 部 詰 所 が 防 災 倉 庫

と し て 利 用 さ れ る こ と に な っ た

こ と か ら 、 非 常 時 の 「 備 え 」 と

し て 土 の う を 作 っ た も の で す 。

　 当 日 は 、 地 域 住 民 十 五 人 と 地

元 消 防 団 員 、 須 木 庁 舎 職 員 が 協

力 し 、 約 百 五 十 袋 の 土 の う を 完

成 さ せ ま し た 。

　 今 年 は 、 梅 雨 に 入 っ た 途 端

に 、 県 北 部 を は じ め 各 地 で 大 雨

に よ る 被 害 が 出 て い ま す 。 須 木

地 区 に お い て は 、 日 ご ろ か ら の

「 備 え 」 を 充 実 し 、 安 全 な 地 域

づ く り に 努 め て い き た い も の で

す 。 ま さ に 、 「 備 え あ れ ば 憂 い

な し 」 で す 。

　
６
月
１
５
日
（
日
）
、
や
ま
び
こ
の
里
実
行
委
員
会
主
催

に
よ
る
、
も
ち
米
の
田
植
え
に
よ
る
農
業
体
験
が
内
山
地
区

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
地
域
活
性
化
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、
小
林

中
学
校
の
生
徒
や
保
護
者
、
地
元
住
民
な
ど
総
勢
約
４
０
名

で
行
い
、
春
の
田
植
え
か
ら
秋
の
稲
刈
り
、
脱
穀
な
ど
農
業

体
験
を
通
じ
て
内
山
地
区
の
活
性
化
を
目
的
に
計
画
さ
れ
ま

し
た
。

　
山
び
こ
の
里
実
行
委
員
会
は
、
上
原
勝
会
長
を
発
起
人
と

し
て
、
内
山
地
区
の
区
民
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
旧
内
山

小
中
学
校
は
平
成
２
２
年
に
休
校
と
な
り
、
平
成
２
５
年
に

は
閉
校
と
な
り
ま
し
た
。
内
山
地
区
の
子
ど
も
達
が
野
尻
の

学
校
へ
登
校
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
い
っ
そ
う
地
区

が
寂
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
時
に
、
小
林
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
内

山
地
区
へ
合
宿
に
訪
れ
、
休
日
の
２
日
間
を
旧
内
山
小
中
学

校
を
使
用
し
練
習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
上
原
会
長
は
大
声

を
上
げ
な
が
ら
ボ
ー
ル
を
追
う
子
ど
も
達
の
姿
に
、
あ
り
し

日
の
内
山
小
中
学
生
の
姿
を
重
ね
、
何
か
活
動
を
始
め
て
、

「
再
び
内
山
に
活
気
を
呼
び
戻
し
た
い
」
と
強
く
思
い
、
小

林
中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
に
声
を
か
け
て
、
実
現
し
た
事
業
で

す
。
　
　
今
回
、
農
作
業
で
田
植
え
綱
を
使
用
し
た
手
植
え
と
、
機
械
化
で
効
率
よ
く
出
来
る
現
代
の
田
植
機
を

使
う
計
画
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
達
が
楽
し
み
な
が
ら
一
心
に
植
付
け
始
め
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間

に
田
ん
ぼ
を
埋
め
尽
く
し
、
結
局
機
械
植
え
を
す
る
こ
と
な
く
全
て
手
植
え
で
行
い
ま
し
た
。

　
お
昼
に
内
山
の
田
ん
ぼ
へ
集
合
し
、
内
山
地
区
の
人
た
ち
が
白
米
や
赤
飯
の
お
に
ぎ
り
、
煮
し
め
や
が
ね

等
を
ふ
る
ま
い
、
子
ど
も
達
は
昔
な
が
ら
の
食
事
を
経
験
し
ま
し
た
。

　
田
植
え
後
は
苗
箱
を
洗
い
、
お
茶
休
憩
の
後
、
上
原
会
長
宅
で
「
び
わ
狩
り
」
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

木
に
登
っ
た
り
、
高
い
脚
立
に
登
っ
た
り
、
田
舎
な
ら
で
は
の
体
験
に
子
ど
も
達
は
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し

た
。

　
「
け
が
人
が
出
る
こ
と
な
く
無
事
に
過
ご
せ
て
安
心
し
ま
し
た
。
子
ど
も
達
や
保
護
者
の
楽
し
そ
う
な
笑

顔
や
声
が
聴
け
て
本
当
に
良
か
っ
た
」
と
、
会
長
を
は
じ
め
、
山
び
こ
の
里
実
行
委
員
全
員
が
嬉
し
そ
う
に

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
も
、
「
美
味
し
い
ご
飯
、
楽
し
い
び
わ
狩
り
、
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
今
度
は
田
ん
ぼ
で

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
や
り
た
い
」
と
す
っ
か
り
内
山
地
区
が
気
に
入
っ
た
様
子
で
、
「
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ

た
内
山
で
過
ご
す
子
ど
も
達
は
、
普
段
と
は
違
う
姿
を
見
せ
心
も
体
も
一
回
り
大
き
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。

い
い
経
験
が
出
来
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」
と
一
緒
に
訪
れ
た
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
秋
の
稲
刈
り
を
手
刈
り
と
機
械
に
よ
る
刈
取
り
作
業
を
行
い
、
掛
け
干
し
で
乾
燥
さ
せ
脱
穀
を

す
る
計
画
で
す
。
収
穫
さ
れ
た
も
ち
米
で
餅
つ
き
を
し
た
り
、
赤
飯
や
山
菜
お
こ
わ
作
り
、
製
粉
し
て
お
菓

子
作
り
な
ど
を
し
て
地
元
と
子
ど
も
達
と
の
交
流
の
場
を
予
定
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

日
時

　
平

成
2
6
年

7
月

1
8
日

・
1
9
日

（
第

1
回

目
）

　
　

　
平

成
2
6
年

8
月

 
8
日

・
 
9
日

（
第

2
回

目
）

　
　

　
営

業
時

間
：

1
1
:
0
0
～

1
4
:
0
0

場
所

　
す

き
む

ら
ん

ど
レ

ス
ト

ラ
ン

料
金

　
大

人
1
,
0
0
0
円

　
小

学
生

以
下

　
8
0
0
円

料
理

　
バ

イ
キ

ン
グ

料
理

（
全

2
8
種

類
）

　
小

林
西

高
校

調
理

科
の

生
徒

に
よ

る
、

高
校

生
の

３
つ

星
レ

ス
ト

ラ
ン

が
開

催
さ

れ
ま

す
。

　
未

来
の

巨
匠

の
料

理
を

、
食

べ
に

き
ま

せ
ん

か
。

　
平
成
２
６
年
度
の
狩
猟
免
許
試
験
に
つ
い
て
は
下
記
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

１
．
狩
猟
免
許
の
種
類

■
第
１
種
銃
猟
免
許
　
銃
器
（
装
薬
銃
、
空
気
銃
）
を
使
用
す
る

猟
法

■
第
２
種
銃
猟
免
許
（
空
気
銃
）
を
使
用
す
る
猟
法

■
わ
な
猟
免
許
　
　
わ
な
（
く
く
り
わ
な
、
は
こ
わ
な
、
は
こ
お

と
し
等
）
を
使
用
す
る
猟
法

■
網
猟
免
許

　
網
（
む
そ
う
網
、
は
り
網
、
つ
き
網
等
）
を
使
用
す
る
猟
法

２
．
狩
猟
免
許
試
験
日
程
及
び
場
所

■
第
１
回
　
　
７
月
２
３
日
（
水
曜
日
）
宮
崎
県
庁
ほ
か
３
会
場

■
第
２
回
　
　
９
月
　
７
日
（
日
曜
日
）
宮
崎
県
庁
ほ
か
１
会
場

■
第
３
回
　
　
１
月
２
５
日
（
日
曜
日
）
宮
崎
県
庁

　 ３
．
受
付
期
間
及
び
書
類
等
の
提
出
先

■
受
付
期
間
　
　
第
１
回
試
験
　
（
終
了
）

　
　
　
　
　
　
　
第
２
回
試
験
　
　
７
月
２
８
日
～
８
月
１
５
日

　
　
　
　
　
　
　
第
３
回
試
験
　
１
２
月
　
８
日
～
１
月
　
５
日

■
提
出
先
　
須
木
庁
舎
地
域
整
備
課
、
西
諸
県
農
林
振
興
局

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
方
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
・
須
木
庁
舎
地
域
整
備
課
　
　
　
　
４
８
－
３
１
３
１

　
・
西
諸
県
農
林
振
興
局
林
務
課
　
　
２
３
－
４
７
２
５


